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■次回の定例会は11月２7日～12月19日の予定です。■次回の定例会は11月２7日～12月19日の予定です。
一般質問は12月６日～14日の予定です。
詳細は市ホームページの会期日程（案）をご覧ください。
本会議の傍聴は、開会30分前から受付をしています。
本会議の様子は、インターネットでもご覧になれます。

（生中継と録画中継があります）
市ホームページアドレス　http://www.city.yotsukaido.chiba.jp
詳しくは議会事務局　TEL 043－421－6152（直）までお問い合わせください。

　中学生模擬議会が開催されました。
　模擬議会に議員として出席された各中学校の皆さん。

議会だよりでは、市民のみなさんからの公募写真を掲載します。
詳しくは１6ページをご覧ください。

場　所：議場

撮影日：平成29年７月28日(　　　　)
表紙写真
募集！
表紙写真
募集！
表紙写真
募集！

平成29 年11 月15日 No.188
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
水
道
事
業

会
計
決
算
（
議
案
第
12
号
か
ら
第
18
号
ま
で
）
は
、
全
議
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
９
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
決
算
の
概
要
と
主
な
審
査
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
な
お
決
算

額
は
千
円
単
位
で
表
記
し
て
い
ま
す
。）

保
育
所
整
備
に
係
る
負
担
金
の
増
加
な

ど
か
ら
11
・
５
％
増
と
な
っ
た
国
庫
支

出
金
で
あ
る
。

　

減
少
し
た
主
な
も
の
は
、
国
の
地

方
財
政
計
画
で
市
町
村
分
総
額
が
減

少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
普
通
交
付
税

が
２
億
１
２
４
０
万
４
千
円
減
少
し

た
た
め
８・
６
％
減
と
な
っ
た
地
方

交
付
税
と
、
臨
時
財
政
対
策
債
が

１
億
９
８
４
０
万
円
減
少
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
19
・
２
％
減
と
な
っ
た
市
債
で

あ
る
。

　

ま
た
、
地
方
譲
与
税
・
各
種
交
付
金
が

９・８
％
減
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、地
方

消
費
税
交
付
金
の
１
億
１
２
２
５
万
４
千

円
の
減
額
で
あ
る
。

３　

一
般
会
計
歳
出
の
状
況

　
一
般
会
計
歳
出
の
う
ち
前
年
度
に
比

べ
増
加
し
た
主
な
も
の
は
、
目
的
別
で

は
、
介
護
給
付
費
等
支
給
費
、
保
育
所

運
営
費
委
託
な
ど
の
増
に
よ
り
、
10
年

連
続
の
増
加
と
な
っ
た
民
生
費
と
、
文

化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
雨
水
地
下
貯
留

施
設
等
設
置
工
事
、
山
梨
臼
井
線
移
転

補
償
費
な
ど
の
増
に
よ
り
、
19
・
０
％

増
と
な
っ
た
土
木
費
で
あ
る
。

　

減
少
し
た
主
な
も
の
は
、
ガ
ス
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
や
防
災
備
蓄

倉
庫
整
備
工
事
の
終
了
な
ど
か
ら

５
億
８
２
５
３
万
５
千
円
減
少
と
な
っ

１　

決
算
規
模

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
が
前
年
度
比
１・
７
％

減
の
２
６
７
億
２
９
４
９
万
４
千

円
、
歳
出
が
０·

３
％
減
の

２
５
６
億
２
１
８
７
万
円
と
５
年
ぶ
り

に
歳
入
歳
出
と
も
減
少
と
な
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
11
億
７
６
２
万 

４
千
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
の
１
億
４
４
０
１
万
５
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は

９
億
６
３
６
０
万
９
千
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
が
、
単
年
度
収
支
は
赤
字
と

な
っ
た
。

　

特
別
会
計
決
算
額
は
、
５
つ
の
特

別
会
計
決
算
額
全
体
で
、
歳
入
が
０
・

５
％
減
の
１
８
９
億
８
５
２
万
７
千

円
、
歳
出
が
１·

２
％
減
の

１
８
４
億
３
６
７
万
円
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
に

伴
い
、
平
成
28
年
度
を
も
っ
て
廃
止
と

な
っ
た
。

２　

一
般
会
計
歳
入
の
状
況

　
一
般
会
計
歳
入
の
う
ち
前
年
度
に
比

べ
増
加
し
た
主
な
も
の
は
、
固
定
資
産

税
の
増
加
に
よ
り
１
１
０
億
６
０
２
万

円
と
７
年
ぶ
り
に
１
１
０
億
円
台
に
回

復
し
た
市
税
と
、
障
害
者
自
立
支
援
や

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
概
要

年　度　等
区　分  平成 27 年度  平成 28 年度 前年度比較

 増減額  増減率 
市 税 10,944,930 11,006,020 61,090 0.6
地方譲与税・各種交付金 1,920,370 1,732,328 △ 188,042 △ 9.8
地 方 交 付 税 2,655,908 2,427,511 △ 228,397 △ 8.6
分 担 金 及 び 負 担 金 412,993 413,208 215 0.1
使 用 料 及 び 手 数 料 449,848 474,777 24,929 5.5
国 庫 支 出 金 3,769,617 4,201,954 432,337 11.5
県 支 出 金 1,590,828 1,619,050 28,222 1.8
繰 入 金 1,212,692 814,602 △ 398,090 △ 32.8
諸 収 入 ほ か 2,049,910 2,283,145 233,235 11.4
市 債 2,173,600 1,756,900 △ 416,700 △ 19.2

合　　　　　計 27,180,694 26,729,494 △ 451,200 △ 1.7
＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入していますので、合計と内訳の数値が一致しない場合があります。

	 平成 28 年度一般会計決算歳入内訳	 （単位：千円、％）

	 平成 28 年度一般会計・特別会計決算	 （単位：千円）

＊公共下水道事業特別会計は、地方公営企業法の全部適用に伴い、平成 28 年度をもって　廃止されています。
＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入しています。

年　度　等  
区　分  歳入総額  歳出総額 歳入歳出差引額 翌年度へ

繰り越すべき財源 実質収支額

一　　 般　　 会　　 計 26,729,494 25,621,870 1,107,624 144,015 963,609

国民健康保険特別会計 11,182,059 10,867,247 314,812 － 314,812

公共下水道事業特別会計 1,415,634 1,408,824 6,810 － 6,810

霊 園 事 業 特 別 会 計 41,813 35,212 6,601 － 6,601

介 護 保 険 特 別 会 計 5,201,408 5,038,518 162,890 － 162,890

後期高齢者医療特別会計 1,067,613 1,053,870 13,743 － 13,743
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た
総
務
費
と
、
栗
山
小
学
校
改
築
工
事
、

中
学
校
３
校
の
武
道
場
改
築
工
事
の
終
了

な
ど
か
ら
３
億
８
７
７
４
万
８
千
円
減
少

と
な
っ
た
教
育
費
で
あ
る
。

　

性
質
別
で
増
加
し
た
主
な
も
の
は
、 

４
億
９
０
０
９
万
４
千
円
増
加
し
、

69
億
７
４
３
１
万
円
と
な
っ
た
義
務
的
経

費
の
扶
助
費
で
あ
り
、
減
少
し
た
主
な

も
の
は
、
５
億
９
１
８
６
万
円
減
少
し
、

20
億
１
８
１
９
万
１
千
円
と
な
っ
た
投
資

的
経
費
の
普
通
建
設
事
業
費
で
あ
る
。

４　

主
な
質
疑
と
答
弁
内
容

質　

普
通
会
計
の
実
質
単
年
度
収
支
と

基
金
残
高
を
含
む
財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
組
状
況
と
評
価
を
伺
う
。

答　

普
通
会
計
の
実
質
単
年
度
収
支
は

３
億
７
６
２
６
万
７
千
円
の
赤
字
と
な

り
、
基
金
残
高
は
84
億
１
４
４
３
万
円

で
あ
る
。

　

定
員
適
正
化
や
経
営
改
革
会
議
を

通
じ
た
収
支
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
、
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
健
全
化

判
断
比
率
は
、
実
質
公
債
費
比
率
が
前

年
度
よ
り
０・５
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
３
・

９
％
、
そ
の
他
の
指
標
は
実
質
収
支
が

黒
字
等
の
た
め
表
示
は
な
か
っ
た
。
平

成
28
年
度
決
算
に
お
い
て
財
政
の
健
全

性
は
保
た
れ
て
い
る
。

質　

前
年
度
と
比
較
し
て
経
常
収
支

比
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
要
因
と
改
善

策
を
伺
う
。

答　

平
成
28
年
度
の
経
常
収
支
比
率

は
99
・
７
％
で
、
前
年
度
よ
り
５・７

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
要
因
は
、
経
常

一
般
財
源
が
地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政

対
策
債
等
で
５
億
１
８
５
０
万
７
千
円

減
少
し
、経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
が
、

物
件
費
、
公
債
費
等
で
３
億 

８
６
９
２
万
５
千
円
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
。

　

従
来
か
ら
経
営
改
革
会
議
を
通
じ

て
経
常
収
支
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
今
回
の
結
果
を
受
け
、
庁
内
一
丸

と
な
り
危
機
感
を
も
っ
て
対
応
し
、
市

単
独
事
業
の
「
見
え
る
化
」、ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
の
事
業
の
再
検
討
を
行
っ
て
い

く
。

（
中
島　

康
一
記
）

年　度　等
区　分  平成 27 年度  平成 28 年度 前年度比較

 増減額  増減率 
議 会 費 289,239 294,373 5,134 1.8
総 務 費 4,183,783 3,601,248 △ 582,535 △ 13.9
民 生 費 10,084,145 10,677,739 593,594 5.9
衛 生 費 2,498,533 2,410,985 △ 87,548 △ 3.5
農 林 水 産 業 費 148,716 141,337 △ 7,379 △ 5.0
商 工 費 246,898 158,009 △ 88,889 △ 36.0
土 木 費 2,103,032 2,502,725 399,693 19.0
消 防 費 1,106,186 1,098,352 △ 7,834 △ 0.7
教 育 費 2,877,597 2,489,849 △ 387,748 △ 13.5
災 害 復 旧 費 0 0 0 0.0
公 債 費 2,157,739 2,247,254 89,515 4.1

合　　　　　計 25,695,869 25,621,870 △ 73,999 △ 0.3
＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入していますので、合計と内訳の数値が一致しない場合があります。

年　度　等
区　分  平成 27 年度  平成 28 年度 前年度比較

 増減額  増減率 
人 件 費 4,957,119 4,992,848 35,729 0.7
扶 助 費 6,484,216 6,974,310 490,094 7.6
公 債 費 2,157,739 2,247,254 89,515 4.1
物 件 費 4,471,481 4,552,720 81,239 1.8
維 持 補 修 費 363,368 448,082 84,714 23.3
補 助 費 等 1,125,046 1,007,638 △ 117,408 △ 10.4
積 立 金 1,086,394 870,926 △ 215,468 △ 19.8
投 資 及 び 出 資 金 貸 付 金 62,929 72,528 9,599 15.3
繰 出 金 2,377,526 2,437,373 59,847 2.5
普 通 建 設 事 業 費 2,610,051 2,018,191 △ 591,860 △ 22.7
災 害 復 旧 事 業 費 0 0 0 0.0

合　　　　　計 25,695,869 25,621,870 △ 73,999 △ 0.3
＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入していますので、合計と内訳の数値が一致しない場合があります。

	 平成 28 年度一般会計決算歳出内訳（目的別）	 （単位：千円、％）

	 平成 28 年度一般会計決算歳出内訳（性質別）	 （単位：千円、％）

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

予 算 額 1,852,925 1,553,903 21,945 1,192,744

決 算 額 1,871,593 1,457,967 12,649 982,965

	 平成 28 年度水道事業会計決算	 （単位：千円）

＊資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、減債積立金の取り崩しを行い、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消
費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんされています。
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総
　
　
務

議
案
第
１
号　

千
葉
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
千
葉
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
千
葉
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
に
お
い
て
、
軽
自

動
車
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
申
告

書
の
受
付
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処

理
す
る
こ
と
に
伴
い
、
千
葉
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改

正
す
る
規
約
の
制
定
に
つ
い
て
、
関

係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
の
規

定
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

軽
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
に
関

す
る
申
告
書
の
受
付
事
務
を
、
千
葉

県
町
村
会
か
ら
千
葉
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
の
共
同
処
理
に
変
更
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
新
た
に
、
市
の
負

担
や
、
市
民
の
負
担
が
発
生
す
る
こ

と
は
あ
る
か
。

答　

市
に
、
新
た
に
手
数
料
や
負
担

金
な
ど
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
登
録
さ
れ
る
方
や
納
税
さ
れ

る
方
へ
、
不
便
を
か
け
る
負
担
も
な

い
。

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
四
街
道
市
審

議
会
等
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、

市
民
参
加
推
進
評
価
委
員
会
委
員
の

通
算
在
任
期
間
を
変
更
す
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

今
、
連
続
し
た
３
期
を
超
え
な

い
範
囲
と
い
う
規
定
を
削
る
理
由
は
、

何
か
。

答　

四
街
道
市
審
議
会
等
に
関
す

る
指
針
の
改
正
に
合
わ
せ
た
も
の
で

あ
る
。

質　

四
街
道
市
審
議
会
等
に
関
す
る

指
針
で
は
、
在
任
期
間
に
つ
い
て
、

ど
の
様
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

答　

在
任
期
間
は
、
通
算
で
10
年
を

超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
公
募
委
員

に
つ
い
て
は
６
年
を
超
え
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
３
号　

四
街
道
市
特
別

職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
（
可
決
）　

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
公
務
の
た
め

に
旅
行
す
る
特
別
職
の
職
員
に
対
し

て
支
給
す
る
旅
費
額
に
つ
い
て
適
正

化
を
図
る
た
め
、
そ
の
他
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

質　

宿
泊
料
を
１
万
４
８
０
０
円

か
ら
１
万
３
３
０
０
円
に
減
額
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
金
額
の
根
拠
に

つ
い
て
説
明
を
。

答　

国
家
公
務
員
の
宿
泊
料
の
規

定
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
４
号　

四
街
道
市
職
員

の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
公
務
の
た
め

に
旅
行
す
る
職
員
に
対
し
て
支
給
す

る
旅
費
額
に
つ
い
て
適
正
化
を
図
る

た
め
、
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

質　

７
級
・
８
級
職
員
の
宿
泊
料
を

１
万
３
５
０
０
円
か
ら
１
万 

１
８
０
０
円
に
、
７
級
・
８
級
以
外

の
職
員
の
宿
泊
料
を
１
万
１
５
０
０

円
か
ら
９
８
０
０
円
に
減
額
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

影
響
で
宿
泊
場
所
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
状
況

下
で
業
務
に
支
障
が
な
い
か
心
配
で

あ
る
。
金
額
の
根
拠
に
つ
い
て
説
明

を
。

答　

国
家
公
務
員
の
宿
泊
料
の
規

定
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
５
号　

四
街
道
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
地
方
税
法
及

び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、

議
案
第
２
号　

四
街
道
市
市
民

参
加
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

主
な
議
案
の
概
要
及
び
委
員
会
審
査
概
要

　

今
議
会
で
は
、
条
例
の
改
正
、
工
事
請
負
契
約
、
平
成
29
年
度
一
般
・
特
別
会

計
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
決
算
の
認
定
な
ど
21
件
の
議
案
と
１
件
の
発
議
案
の

審
議
や
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
と
委
員
会
で
の
審
査
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
（
採
決
結
果
一
覧
は
Ｐ
８
）
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答　

当
初
予
算
編
成
時
に
は
改
定

率
の
通
知
が
な
く
、
今
回
の
補
正
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

都
市
環
境

議
案
第
７
号　

工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
山
梨
臼
井
線

橋
脚
築
造
工
事
（
そ
の
３
）
に
つ
い

て
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
第
９
６
条
第
１
項
第
５
号

の
規
定
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

質　

橋
梁
設
計
と
し
た
理
由
は
、
何

か
。　

答　

土
盛
り
工
事
よ
り
も
安
価
で

あ
り
、
経
済
性
、
施
工
性
、
周
辺
の

状
況
等
を
鑑
み
、『
橋
梁
』
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

質　

解
体
業
者
の
移
転
は
、
い
つ
頃

と
予
定
し
て
い
る
の
か
。　

答　

工
事
着
工
ま
で
に
移
転
し
て

頂
け
る
予
定
で
、
10
月
末
頃
と
し
て

い
る
。

質　

工
事
の
着
工
時
期
は
、
い
つ
頃

と
予
定
し
て
い
る
の
か
。　

答　

正
式
契
約
後
、
１
カ
月
を
準
備

期
間
と
し
、
10
月
末
あ
る
い
は
11
月

ラ
設
置
工
事
６
３
３
万
８
千
円
に
つ

い
て
、
補
正
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
を
。

答　

も
ね
の
里
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
人
口
増
加
、
四
街
道
警
察
署

管
内
の
窃
盗
事
件
の
増
加
、
市
議
会

や
四
街
道
警
察
署
協
議
会
か
ら
ご
要

望
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
県
補

助
金
の
対
象
が
拡
大
す
る
こ
と
、
一

般
寄
附
金
の
申
出
が
あ
っ
た
こ
と
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
10
台
の
設
置

工
事
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
、
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
何
カ

所
か
。

答　

通
学
路
に
つ
い
て
は
、
９
カ
所

と
な
る
。

質　

地
域
災
害
対
策
事
業
の
地
域
防

災
計
画
策
定
業
務
委
託
料
５
８
１
万 

１
千
円
に
つ
い
て
、
計
画
内
容
の
修

正
点
な
ど
の
説
明
を
。

答　

県
が
、
新
た
な
地
震
被
害
想
定

調
査
を
踏
ま
え
て
地
域
防
災
計
画
に

追
加
し
た
『
想
定
地
震
』
や
『
応
援

受
け
入
れ
体
制
』、『
東
日
本
大
震
災

や
熊
本
地
震
の
教
訓
か
ら
得
た
対

策
』
な
ど
が
主
な
修
正
点
で
あ
る
。

質　

共
済
年
金
保
険
料
率
の
引
上
げ

に
伴
う
共
済
費
の
９
８
７
万
６
千
円

の
補
正
に
つ
い
て
、
年
度
途
中
で
変

更
が
あ
る
も
の
な
の
か
。

８
７
３
７
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、「
市

政
だ
よ
り
四
街
道
」
印
刷
製
本
ほ
か

５
件
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
債
に
つ
い
て
は
、
道
路
新
設

整
備
事
業
ほ
か
１
件
の
限
度
額
を
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
項
〉

質　

歳
入
の
一
般
寄
附
金
30
万
円

に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
を
。

答　

30
万
円
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
充
て
て
頂
き
た
い
と
い
う
四
街
道

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
寄
附
金

で
あ
る
。

質　

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
運
営
事
業

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
購
入
費

９
８
２
万
８
千
円
に
つ
い
て
、
詳
細

な
説
明
を
。

答　

平
成
26
年
か
ら
経
費
削
減
の

た
め
、
職
員
の
約
半
数
の
者
が
、
無

料
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
リ
ブ
レ 

オ
フ
ィ
ス
を
使
用
し
て
い
る
が
、
本

年
６
月
か
ら
の
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
の
影
響
で
、
リ
ブ
レ 

オ
フ
ィ
ス
で
は
、
事
務
の
滞
り
が
著

し
く
、
ま
た
、
外
部
団
体
と
の
文
書

事
務
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、事
務
効
率
の
改
善
の
た
め
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト 

オ
フ
ィ
ス
に
統

一
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

防
犯
対
策
事
業
の
防
犯
カ
メ

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
に

係
る
特
例
率
を
定
め
る
規
定
、
そ
の

他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
６
号　

四
街
道
市
都
市

計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
地
方
税
法
及

び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
都

市
計
画
税
の
課
税
標
準
の
特
例
に
係

る
特
例
率
を
定
め
る
規
定
、
そ
の
他

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

課
税
標
準
の
特
例
率
は
、
国
の

標
準
割
合
と
同
様
か
。

答　

特
例
率
は
、
地
方
税
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
『
参
酌
の
割
合
』
と
し

て
お
り
、
国
の
標
準
割
合
と
同
様
で

あ
る
。

議
案
第
８
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
可
決
）

　

補
正
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
億
４
２
０
７
万
７
千
円
を	

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
３
億	
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上
旬
に
着
工
す
る
と
予
定
し
て
い

る
。

質　

橋
梁
が
出
来
る
ま
で
の
暫
定

道
路
は
、
橋
梁
完
成
後
は
、
ど
う
な

る
の
か
。　

答　

多
少
、
形
が
変
わ
る
部
分
も
あ

る
が
、
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
予
定
で

あ
る
。

議
案
第
８
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
可
決
）

〈
都
市
環
境
常
任
委
員
会
所
管
事
項
〉

質　

千
代
田
調
整
池
改
修
工
事

１
２
１
１
万
５
千
円
に
つ
い
て
、
工

事
は
、
い
つ
頃
か
ら
始
ま
る
の
か
。

答　

本
補
正
予
算
可
決
後
、
速
や
か

に
契
約
事
務
手
続
き
を
行
い
、
地
元

自
治
会
へ
周
知
を
し
た
後
、
年
度
内

に
工
事
を
完
成
さ
せ
る
予
定
と
な

る
。

質　

道
路
台
帳
補
正
・
更
新
業
務
委

託
料
１
９
７
４
万
３
千
円
に
つ
い

て
、
昨
年
度
決
算
額
よ
り
、
今
回
の

補
正
額
は
相
当
多
い
が
、
理
由
は
何

か
。

答　

補
正
額
は
、
Ｕ
Ｒ
が
実
施
し
て

い
た
土
地
区
画
整
理
か
ら
の
新
設
道

路
移
管
分
と
、
そ
の
他
の
開
発
に
よ

る
新
設
道
路
延
長
の
合
計
分
と
な

る
。
延
長
距
離
が
、
平
成
27
年
度
は

１
・
８
㎞
、
平
成
28
年
度
は
０
・
５
㎞

で
あ
っ
た
が
、
平
成
29
年
度
は
、

12
・
９
㎞
で
あ
る
た
め
、
委
託
料
も

多
く
な
っ
た
。

質　

３･

４･

７
号
南
波
佐
間
内
黒

田
線
整
備
事
業
の
道
路
設
計
委
託
料

２
７
２
０
万
円
に
つ
い
て
、
橋
梁
設

計
す
る
橋
梁
の
長
さ
は
ど
の
く
ら
い

か
。

答　

橋
梁
は
２
橋
あ
り
、
鹿
渡
南
部

の
区
画
整
理
区
域
と
の
境
に
あ
る
農

道
に
架
け
る
橋
が
10
・
２
ｍ
、
小
名

木
雨
水
幹
線
に
架
け
る
橋
が
19
・
６

ｍ
の
予
定
で
あ
る
。

質　

中
心
市
街
地
等
活
性
化
事
業
の

地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
報
償

19
万
５
千
円
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説

明
を
。

答　

一
般
財
団
法
人 

地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
か
ら
補
助
を
受
け
て
行
う

事
業
で
、
今
後
、
外
国
人
観
光
客
誘

致
を
行
う
に
あ
た
り
、専
門
家
の
様
々

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
た
め
の
謝

礼
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
人
選
に
つ

い
て
は
、『
ク
レ
ア
』
一
般
財
団
法
人 

自
治
体
国
際
化
協
会
か
ら
推
薦
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

質　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事

業
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

講
師
謝
礼
４
万
２
千
円
に
つ
い
て
、

新
規
事
業
な
の
か
、
ま
た
、
募
集
人

数
、
養
成
後
の
活
用
に
つ
い
て
説
明

を
。

答　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事

業
と
し
て
は
新
規
と
な
る
。

森
林
所
有
者
の
方
が
、
高
齢
化
等
に

よ
り
、
森
林
管
理
が
行
き
届
か
な
い

こ
と
が
あ
る
た
め
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
管
理
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
も
高
齢
化
し
て
い
る
た
め
、
新
た

に
10
名
程
度
を
募
集
し
、
森
林
の
管

理
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
養

成
す
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
民
生

議
案
第
８
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
可
決
）

〈
教
育
民
生
常
任
委
員
会
所
管
事
項
〉

質　

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
整
備

事
業
の
Ｐ
Ｃ
教
室
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

委
託
料
71
万
３
千
円
に
つ
い
て
、
対

象
の
学
校
は
ど
こ
か
。

答　

四
街
道
北
中
学
校
で
あ
る
。

質　

小
学
校
施
設
設
備
維
持
管
理
事

業
の
不
動
産
鑑
定
委
託
料
46
万
６
千

円
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
を
。

答　

今
回
の
不
動
産
鑑
定
は
、
四
和

小
学
校
の
敷
地
地
権
者
の
う
ち
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
相
続
管
理
人
か
ら
、

土
地
の
買
取
り
依
頼
が
あ
っ
た
た
め
、

当
該
地
権
者
の
持
ち
分
で
あ
る
35
分

の
２
の
土
地
の
購
入
を
検
討
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
あ
る
。

質　

小
学
校
維
持
補
修
工
事

３
１
３
万
９
千
円
に
つ
い
て
、
詳
細

な
説
明
を
。

答　

四
和
小
学
校
の
普
通
教
室
が
、

今
年
度
は
17
教
室
で
あ
る
が
、
来
年

度
か
ら
は
、
18
教
室
が
必
要
と
見
込

ま
れ
る
た
め
、
１
教
室
増
設
す
る
た

め
の
工
事
費
用
で
あ
る
。

質　

中
学
校
施
設
設
備
維
持
管
理
事

業
の
中
学
校
維
持
補
修
工
事

８
４
１
万
３
千
円
に
つ
い
て
、
詳
細

な
説
明
を
。

答　

四
街
道
北
中
学
校
の
普
通
教
室

が
、
今
年
度
は
14
教
室
で
あ
る
が
、

来
年
度
か
ら
は
、
15
教
室
が
必
要
と

見
込
ま
れ
る
た
め
、
１
教
室
増
設
す

る
た
め
の
工
事
費
用
で
あ
る
。

質　

生
活
保
護
給
付
事
務
事
業
の

１
４
９
万
３
千
円
の
減
額
に
つ
い
て
、



四街道市議会だよりP 7 平成29年11月

詳
細
な
説
明
を
。

答　

社
会
福
祉
士
の
生
活
保
護
面
接

相
談
員
の
退
職
が
あ
り
、
社
会
福
祉

主
事
の
嘱
託
職
員
を
同
相
談
員
と
し

て
雇
用
す
る
た
め
、
賃
金
を
増
額
し

た
が
、
報
酬
、
共
済
費
等
を
減
額
し

た
結
果
、
減
額
の
補
正
を
す
る
も
の

で
あ
る
。

質　

児
童
就
学
助
成
事
業
の
要
保
護

及
び
準
要
保
護
児
童
援
助
費

１
５
９
万
５
千
円
、
生
徒
就
学
助
成

事
業
の
要
保
護
及
び
準
要
保
護
生
徒

援
助
費
２
７
３
万
４
千
円
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
額
と
支
給
日
程
の

説
明
を
。

答　

支
給
額
に
つ
い
て
は
、
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
費
等
の
単
価
が
見

直
さ
れ
、
児
童
が
４
万
６
０
０
円
、

生
徒
が
４
万
７
４
０
０
円
に
増
額
さ

れ
た
。

　

支
給
日
程
に
つ
い
て
は
、
１
月
ま

で
に
申
請
い
た
だ
き
、
２
月
下
旬
か

ら
３
月
上
旬
ま
で
に
支
給
す
る
予
定

で
あ
る
。

質　

市
民
芸
術
公
演
事
業
の
学
校
音

楽
鑑
賞
教
室
実
行
委
員
会
負
担
金

58
万
円
の
対
象
校
は
、
ど
の
学
校
か
。

答　

対
象
校
は
、
現
時
点
で
は
、
特

に
決
ま
っ
て
は
い
な
い
が
、
市
内
小

中
学
校
17
校
の
う
ち
１
校
を
予
定
し

て
い
る
。

質　

体
育
施
設
管
理
運
営
事
業
の
総

合
公
園
体
育
館
改
修
工
事
30
万
３
千

円
に
つ
い
て
、
補
正
理
由
は
何
か
。

答　

４
月
後
半
の
落
雷
が
原
因
と
思

わ
れ
る
電
気
系
統
の
故
障
を
改
修
す

る
た
め
、
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

こ
ど
も
ル
ー
ム
運
営
事
業
の
施

設
用
備
品
購
入
費
１
５
６
万
２
千
円

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
何
か
。

答　

和
良
比
小
学
校
の
こ
ど
も
ル
ー

ム
新
設
に
伴
う
備
品
購
入
の
費
用
で

あ
る
。

質　

児
童
手
当
支
給
事
業
の
子
育
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

使
用
料
15
万
９
千
円
に
つ
い
て
、
詳

細
な
説
明
を
。

答　

１
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
電
子
申
請
の
受
付
を
開
始

す
る
た
め
の
も
の
で
、
１
月
か
ら
３

月
分
の
使
用
料
で
あ
る
。

議
案
第
９
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
可
決
）

　

補
正
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
８
１
３
０
万
６
千
円
を
追
加	

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入	

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
９
億
３
１
２
０
万	

６
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
市

税
等
収
納
事
務
委
託
ほ
か
１
件
を
追

加
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

内
部
管
理
事
業
の
高
額
療
養
費

支
給
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
５
万 

４
千
円
に
つ
い
て
、
説
明
を
。

答　

高
額
療
養
費
シ
ス
テ
ム
に
不
具

合
が
生
じ
た
た
め
、シ
ス
テ
ム
を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
経
費
で

あ
る
。

質　

債
務
負
担
行
為
補
正
の
市
税
等

収
納
事
務
委
託
の
限
度
額

５
２
７
万
７
千
円
に
つ
い
て
、
他
の

特
別
会
計
で
の
市
税
等
収
納
事
務
委

託
の
限
度
額
と
の
違
い
は
何
か
。

答　

収
納
１
件
あ
た
り
の
単
価
は
同

じ
で
あ
る
が
、
見
込
ん
で
い
る
収
納

件
数
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
10
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
可
決
）

　

補
正
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
４
６
９
万
１
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
53
億
５
７
０
９
万
１
千
円

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
市

税
等
収
納
事
務
委
託
を
設
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

質　

補
正
額
の
財
源
内
訳
が
、
特
定

財
源
の
「
そ
の
他
」
か
ら
一
般
財
源

に
変
更
に
な
っ
て
い
る
が
、
説
明
を
。

答　

前
年
度
の
各
繰
入
金
の
決
算
が

確
定
し
た
た
め
、
補
正
し
た
も
の
で

あ
る
。

議
案
第
11
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
可
決
）

　

補
正
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
１
２
万
４
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
11
億
９
９
２
万
４
千
円
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
市

税
等
収
納
事
務
委
託
を
設
定
す
る
も

の
で
あ
る
。



四街道市議会だより P 8平成29年11月

議
会
運
営

発
議
案
第
１
号　

四
街
道
市
議

会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】　

本
案
は
、
公
務
の
た

め
に
旅
行
す
る
議
員
に
対
し
て
支
給

す
る
費
用
弁
償
の
額
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
内
容
】　

議
員
の
費
用
弁
償
の
う
ち	

宿
泊
料
の
金
額
を
、
１
泊
１
万	

４
８
０
０
円
か
ら
１
万
３
３
０
０
円

に
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

番　号 議　案　名
結　
　

果

阿
部
百
合
子

津
島　

秀
樹

大
越
登
美
子

西
塚　

義
尊

成
田　

芳
律

栗
原　

愛
子

関
根
登
志
夫

中
島　

康
一

栗
原　

直
也

坂
本　

弘
毅

大
谷　

順
子

清
水　

清
子

※
岡
田　

哲
明

戸
田
由
紀
子

石
山　

健
作

広
瀬　

義
積

山
本　

裕
嗣

森
本　

次
郎

高
橋　

絹
子

長
谷
川
清
和

阿
部　

治
夫

清
宮　

一
義

議案第１号
千葉県市町村総合事務組合の共同処理す
る事務の変更及び千葉県市町村総合事務
組合規約の一部を改正する規約の制定に
関する協議について

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２号 四街道市市民参加条例の一部を改正する
条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号
四街道市特別職の職員等の給与、旅費及
び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号 四街道市職員の旅費に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 多 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号 四街道市税条例の一部を改正する条例の
制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６号 四街道市都市計画税条例の一部を改正する条
例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７号 工事請負契約の締結について 多 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８号 平成 29 年度四街道市一般会計補正予算（第
２号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９号 平成 29 年度四街道市国民健康保険特
別会計補正予算（第１号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 10 号 平成 29 年度四街道市介護保険特別会
計補正予算（第１号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 11 号 平成 29 年度四街道市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 12 号 平成 28 年度四街道市一般会計歳入歳
出決算の認定について 多 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 13 号 平成 28 年度四街道市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定について 多 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 14 号 平成 28 年度四街道市公共下水道事業
特別会計歳入歳出決算の認定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 15 号 平成 28 年度四街道市霊園事業特別会
計歳入歳出決算の認定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 16 号 平成 28 年度四街道市介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 多 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 17 号 平成 28 年度四街道市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 18 号 平成 28 年度四街道市水道事業会計剰
余金の処分及び決算の認定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 19 号 教育委員会委員の任命について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 20 号 固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 21 号 固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案第１号
四街道市議会議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（岡田 哲明）は、採決には加わりません。

平成 29 年第３回（９月）定例会採決結果一覧
全：全員賛成　多：賛成多数　少：賛成少数　　○：賛成　×：反対　退：退席　
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　第３回定例会では９月７日から８日。11日から14日の６日間、17人の議員による一般質問が
行われました。この中から質問項目を要約して掲載します。
　詳しくは、市立図書館、市役所２階の情報公開室に設置の会議録、または市ホームページの会議
録検索（12月予定）でご覧いただけます。
　各議員が行った質問については、紙面の都合により、一部だけを掲載しました。

市ホームページアドレス：http://www.city. yotsukaido. chiba. jp

一　般　質　問

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

阿
部
治
夫
議
員

問　

人
事
管
理
に
つ
い
て
、
職
員
の
人
事
異
動
は
ど

の
よ
う
な
配
慮
の
も
と
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

組
織
機
能
の
効
率
的
達
成
を
目
的
に
し
た
適

材
適
所
に
よ
る
人
員
配
置
、
人
材
育
成
の
た
め
の
能

力
開
発
を
目
的
に
し
た
配
置
転
換
、
所
属
間
の
業
務

の
恒
常
的
に
生
じ
た
繁
閑
の
是
正
の
た
め
の
人
員
配

置
等
を
考
慮
し
、
実
施
し
て
い
る
。

問　

地
域
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
千
代
田
中
学
校

で
開
催
さ
れ
た
防
災
訓
練
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

実
践
型
の
訓
練
を
行
う
事
で
知
識
の
普
及
、

判
断
力
の
育
成
が
図
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
課
題
は

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
参
加
者
が
全
て
の
項
目
を
体

験
で
き
な
か
っ
た
事
等
で
あ
る
。

問　

児
童
虐
待
防
止
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
年
４
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
児
童

虐
待
受
付
件
数
は
70
件
、
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
24
件
で

あ
る
。
毎
月
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
お

い
て
、
個
別
に
対
応
策
を
検
討
し
、
課
題
解
決
と
再

発
防
止
に
向
け
、
支
援
を
続
け
て
い
る
。

問　

武
力
攻
撃
事
態
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
被

害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の

連
携
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　

効
果
的
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
防
災

の
た
め
の
連
携
体
制
を
活
用
し
、
県
を
は
じ
め
自
衛

隊
、
警
察
等
関
係
機
関
と
の
情
報
伝
達
体
制
の
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
顔
の
見
え
る
関
係

の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

　

未
来
に
向
け
て
更
な
る
人
口
増
加
策
に

　

つ
い
て

      

坂
本
弘
毅
議
員

問　

本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

平
成
24
年
が
１
・
31
、
25
年
が
１
・
43
、
26

年
が
１
・
46
、
27
年
が
１
・
41
で
推
移
し
て
い
る
。

問　

少
子
高
齢
化
が
進
み
年
少
人
口
が
減
り
、
老

年
人
口
が
増
え
て
い
く
一
方
だ
が
、
本
市
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
検
証
し
、
今
後
の
人
口
増
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
。

答　

後
期
基
本
計
画
の
策
定
作
業
の
中
で
各
種
統

計
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
。

問　

人
口
増
加
策
と
し
て
子
育
て
日
本
一
の
街
づ

く
り
は
極
め
て
有
効
な
対
策
と
考
え
る
が
決
定
打
と

な
る
施
策
展
開
は
あ
る
か
。

答　

前
期
基
本
計
画
の
各
施
策
の
総
合
的
な
展
開

を
図
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
特
に
「
四
街
道

未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
四
街
道
と
し
て
定
住

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

雇
用
確
保
の
観
点
か
ら
も
企
業
の
誘
致
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
市
と
し
て
の
考
え
は

ど
う
か
。

答　

市
商
工
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

も
ね
の
里
の
調
整
池
に
つ
い
て
は
環
境
面
か

ら
し
て
も
直
ち
に
遊
歩
道
と
し
て
散
策
出
来
る
よ
う

整
備
す
べ
き
だ
と
今
一
度
力
を
込
め
て
要
望
す
る
が

ど
う
対
処
す
る
か
。

答　

調
整
池
の
外
周
通
路
は
管
理
用
通
路
で
あ
り
、

遊
歩
道
と
し
て
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、

立
入
禁
止
を
明
確
に
す
る
た
め
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
設

置
の
発
注
準
備
を
進
め
て
い
る
。
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四
街
道
の
お
い
し
い
水
に
つ
い
て関

根
登
志
夫
議
員

問　

１
９
８
５
年
に
厚
生
省
、
現
在
の
厚
生
労
働

省
の
お
い
し
い
水
研
究
会
が「
お
い
し
い
水
の
要
件
」

を
発
表
し
た
が
、
そ
の
要
件
に
は
例
え
ば
ミ
ネ
ラ
ル

の
含
有
量
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
含
有

量
、
臭
気
強
度
、
水
温
等
が
あ
り
四
街
道
市
の
水
は

数
値
的
に
も
要
件
を
満
た
し
た
も
の
が
多
く
ま
ろ
や

か
で
冷
た
い
お
い
し
い
地
下
水
だ
と
い
う
こ
と
が
い

え
る
と
思
う
。
特
に
食
品
産
業
を
中
心
に
四
街
道
の

お
い
し
い
水
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
企
業
誘
致
を
し
て
は

ど
う
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。　

答　

安
全
で
お
い
し
い
水
や
物
流
拠
点
と
し
て
の

高
い
利
便
性
も
含
め
た
総
合
的
な
本
市
の
魅
力
と
し

て
、
区
画
整
理
や
開
発
行
為
を
担
当
す
る
関
係
部
署

と
連
携
を
図
り
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
企
業
誘

致
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

四
街
道
市
で
も
お
い
し
い
水
の
販
売
を
考
え

て
み
て
は
ど
う
か
。

答　

一
部
の
水
道
事
業
者
に
お
い
て
、
当
該
地
域

の
水
道
水
や
地
下
水
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
に
詰
め
て
販
売
す
る
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

配
布
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
水
道
事
業
に
係
る

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
水
道
水
や
水
源

の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
採
算
性
の
問
題
や

今
後
の
水
源
の
状
況
も
あ
り
、
現
時
点
で
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業

高
橋
絹
子
議
員

問　

来
年
度
よ
り
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
主
体

が
県
に
変
わ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
変
更
点
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

県
が
財
政
運
営
責
任
主
体
と
な
り
、
国
保
運
営

の
中
心
的
役
割
を
担
う
。
市
町
村
は
地
域
に
お
け
る
き

め
細
か
い
保
険
事
業
等
を
引
き
続
き
担
っ
て
い
く
。
10

月
中
旬
に
示
さ
れ
る
仮
係
数
を
も
と
に
税
収
等
を
市
が

調
整
し
、
当
初
予
算
編
成
を
行
い
国
保
運
営
協
議
会
に

説
明
す
る
。　

問　

国
保
税
が
県
内
統
一
と
な
る
の
か
、
ま
た
、
今

よ
り
上
が
る
の
か
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
本
市
の

現
在
の
国
保
税
の
県
内
順
位
は
市
町
村
で
高
い
方
か
ら

何
位
か
。
県
内
最
高
の
自
治
体
と
最
低
の
自
治
体
の
格

差
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

答　

国
保
税
統
一
は
、
広
域
化
ス
タ
ー
ト
時
点
で
見

送
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
難
し
い
と
考
え
る
。
県
内
順

位
は
54
市
町
村
中
、
平
成
26
年
度
30
位
、
27
年
度
32
位
、

最
高
と
最
低
の
自
治
体
の
格
差
は
１
・
48
対
１
と
な
る
。

問　

保
険
税
の
決
定
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
決
め
る

の
か
。
最
終
決
定
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答　

最
終
的
な
判
断
は
、
市
が
決
定
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
保
険
税
率
等
の
改
正
が
必
要
に
な
る
場
合

は
、
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
踏

ま
え
て
市
議
会
に
改
正
条
例
案
を
上
程
す
る
こ
と
に

な
る
。

問　

手
続
き
な
ど
市
民
に
と
っ
て
変
わ
る
所
は
何
か
。

答　

大
き
な
相
違
点
は
な
い
。

　

希
望
を
持
っ
て
、
働
き
活
躍
で
き
る
社
会

　

を
目
指
し
て

清
水
清
子
議
員

問　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
目
指
し
て

①
中
学
校
教
職
員
の
部
活
動
の
取
り
組
み
の
実
態
、

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

②
保
護
者
対
応
の
取
り
組
み
の
実
態
、
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

③
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
「
チ
ー
ム
学
校
」
の
取
り

組
み
の
実
態
、
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

①
部
活
動
で
は
、
休
息
日
を
学
校
毎
に
定
め

る
な
ど
負
担
減
に
努
め
て
い
る
が
、
業
務
の
集
中
す

る
時
期
が
あ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

②
保
護
者
対
応
に
つ
い
て
は
、
共
働
き
家
庭
の
増
加

等
に
よ
り
、
勤
務
時
間
外
の
対
応
が
多
い
実
態
は
あ

る
が
、
家
庭
と
連
携
し
て
適
切
に
対
応
し
、
問
題
等

の
早
期
発
見
・
早
期
解
決
へ
と
導
い
て
い
る
。

③
学
校
外
の
関
係
機
関
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
も
連

携
・
分
担
し
、「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
」
の
取
組

を
進
め
、
早
期
対
応
・
早
期
解
決
に
努
め
て
い
る
。

問　

市
有
地
の
あ
り
方
を
問
う

①
市
有
地
の
管
理
状
況
と
し
て
、
処
分
や
賃
借
の
実

態
、
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

②
「
見
え
る
化
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

①
行
政
財
産
は
、
目
的
に
応
じ
た
管
理
等
を

行
い
、
普
通
財
産
は
、
売
却
や
賃
貸
の
対
象
と
し
て

い
る
が
、
一
部
で
遊
休
化
し
て
い
る
状
況
等
が
あ
る

た
め
、
改
善
が
課
題
で
あ
る
。

②
特
に
遊
休
化
の
土
地
に
賃
貸
あ
る
い
は
譲
渡
の
需

要
が
あ
る
場
合
、
位
置
や
面
積
等
の
明
示
と
と
も
に

有
効
利
用
の
で
き
る
仕
組
み
作
り
を
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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ど
う
変
わ
る
？
道
徳
教
育

大
谷
順
子
議
員

問　

道
徳
教
育
は
、
小
学
校
は
平
成
30
年
度
、
中
学

校
は
平
成
31
年
度
よ
り
教
科
書
を
使
用
す
る
正
規
の
教

科
と
な
る
が
、
教
科
化
さ
れ
る
理
由
と
教
科
化
で
道
徳

教
育
が
ど
う
変
わ
る
の
か
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
の
「
道
徳
の
時
間
」
に
つ
い
て
は
、

い
じ
め
な
ど
の
現
実
の
問
題
に
対
応
で
き
て
い
な
い

な
ど
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
特
別
の
教
科

　

道
徳
」
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
教
科
書

を
使
用
し
、
９
年
間
を
通
じ
て
適
切
な
学
習
が
行
え

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
道
徳
的
な
価
値
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
、
よ
く
考
え
、
議
論
す
る
道

徳
へ
転
換
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

問　

文
科
省
の
道
徳
教
育
に
関
す
る
調
査
で
は
、

半
数
近
く
の
先
生
が
「
効
果
を
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
」
と
答
え
て
い
る
が
、
評
価
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。

答　

毎
時
間
の
記
録
を
と
る
こ
と
や
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
な
ど
の
積
み
重
ね
か
ら
、
そ
の
子
な
り
の
成
長

を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

問　

文
科
省
は
、「
い
じ
め
に
向
き
合
い
考
え
議
論
す

る
道
徳
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
道
徳
の
教
科
化
が
い

じ
め
対
策
と
し
て
有
効
だ
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

い
じ
め
に
つ
い
て
自
分
自
身
の
こ
と
と
考
え
、

議
論
で
き
る
場
と
し
て
、
道
徳
の
授
業
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
、
い
じ
め
の
防
止
に
つ
な
が
る
と
捉
え
て

い
る
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
せ
る
魅
力
溢
れ
る
街
に

森
本
次
郎
議
員

問　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
地
下
避
難
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
は
。
ま
た
、
被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
の
職
員
派
遣
や
相
互
応
援
協
定
の
締
結
は
で
き

な
い
か
。

答　

身
近
な
建
物
等
に
速
や
か
に
避
難
す
る
事
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
下
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

は
考
え
て
い
な
い
。

　

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
け
る
災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

問　

来
年
か
ら
の
新
介
護
保
険
料
算
定
に
向
け
「
日

本
一
安
い
」
保
険
料
を
維
持
す
る
努
力
を
す
る
べ
き

だ
が
ど
う
か
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
相
談

に
つ
い
て
市
民
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
る

か
。

答　

現
段
階
で
は
保
険
料
額
の
算
定
は
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
適
宜
電
話
等
に
よ
り
苦
情
相
談
を
受

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
利
用
者
と
施
設
と
の
問

題
解
決
に
努
め
て
い
る
。

問　

７
月
２
日
に
Ｚ
О
Ｚ
О
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、

四
街
道
出
身
の
お
笑
い
芸
人
花
香
よ
し
あ
き
さ
ん
も
参

加
し
て
、四
街
道
を
Ｐ
Ｒ
し
た
が
、ど
ん
な
成
果
が
あ
っ

た
か
。

答　

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
及
び
ス
テ
ー
ジ
で
、
四
街
道
市

の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
が
行
え
た
。
ま
た
、
花
香
さ
ん
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
。

問　

四
街
道
の
魅
力
創
出
の
為
、
移
転
先
が
未
定
の

「
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
」
を
誘
致
し
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答　

秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
の
所
蔵
品
の

件
は
、
新
聞
報
道
等
で
承
知
し
て
い
る
が
、
詳
細
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
検
討
は
し
て
い

な
い
。

　

国
連
で
の
「
核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
」
は

　

世
界
の
大
き
な
一
歩

阿
部
百
合
子
議
員

問　

今
年
７
月
、
世
界
の
３
分
の
２
と
な
る

１
２
２
カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
は
「
核
兵
器
は
違
法
」
と
い
う
画
期
的
な
内

容
。
私
た
ち
四
街
道
市
で
は
２
０
１
０
年
に
、
住
民

過
半
数
の
４
万
筆
を
こ
え
る
署
名
を
集
め
た
。
こ
れ

ら
の
行
動
が
今
回
の
禁
止
条
約
採
択
に
結
び
つ
い
て

い
る
。
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
当
市
の
市

長
の
お
考
え
は
。

答　

昨
年
の
「
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会

議
総
会
」
に
お
い
て
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
実

現
に
向
け
た
要
請
文
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
を
当

会
議
の
総
意
と
し
て
決
定
し
た
。
当
市
も
本
総
会
に

参
加
し
て
こ
れ
に
賛
同
し
て
い
る
。

問　

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
広
域
化
に

伴
う
国
保
税
の
値
上
げ
は
反
対
。
こ
れ
以
上
の
負
担

増
は
避
け
る
べ
き
。
お
考
え
は
。

答　

10
年
以
上
、
値
上
げ
を
行
わ
ず
に
維
持
し
て

き
た
が
、
広
域
化
後
の
国
保
制
度
を
安
定
的
に
保
つ

た
め
に
も
千
葉
県
の
試
算
経
過
を
見
た
う
え
で
判
断

し
た
い
。

問　

栗
山
残
土
問
題
の
二
の
舞
は
許
さ
れ
な
い
は
ず

だ
。
ご
み
処
理
施
設
建
設
予
定
地
へ
の
、
残
土
の
不
法

投
棄
は
な
い
か
。

答　

搬
入
さ
れ
た
土
砂
は
発
生
元
証
明
に
て
確
認

し
て
お
り
、
市
残
土
条
例
に
基
づ
き
違
法
な
残
土
の

持
込
み
等
は
な
い
。

問　

来
年
４
月
か
ら
使
わ
れ
る
小
学
校
道
徳
の
教
科

用
図
書
採
択
で
「
教
育
出
版
」
の
内
容
は
印
旛
地
域
に

合
っ
て
い
る
の
か
。

答　

印
旛
地
区
採
択
協
議
会
に
お
い
て
選
定
さ
れ
た

教
科
書
と
違
う
教
科
書
は
採
択
で
き
な
い
た
め
、
協

議
会
と
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
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鷹
の
台
地
区
問
題
と
要
配
慮
者
支
援
体
制

大
越
登
美
子
議
員

問　

鷹
の
台
開
発
行
為
に
伴
う
負
担
金
詳
細
と
協
議

内
容
を
伺
う
。

答　

教
育
施
設
負
担
金
１
億
７
１
６
７
万
６
千
円
、

印
旛
沼
流
域
下
水
道
負
担
金
９
４
４
４
万
円
、
清
掃

施
設
負
担
金
１
億
２
３
１
万
円
で
あ
り
、
協
議
内
容

は
道
路
施
設
等
の
公
共
公
益
施
設
で
あ
る
。

問　

地
区
か
ら
の
要
望
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

伺
う
。

答　

今
後
、
福
祉
施
設
や
窓
口
事
務
な
ど
を
所
管

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
要
望
内
容
の
確
認
を
行

い
、
そ
の
考
え
方
や
施
設
整
備
の
必
要
性
な
ど
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

次
期
ご
み
処
理
施
設
建
設
地
と
千
葉
市
北
谷

津
新
清
掃
工
場
建
設
地
と
の
間
に
位
置
す
る
吉
岡
鷹

の
台
の
環
境
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

建
設
に
向
け
、
廃
棄
物
処
理
法
で
定
め
る
生

活
環
境
影
響
調
査
を
行
い
、
公
害
防
止
基
準
を
満
足

す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
配
慮

し
た
施
設
の
建
設
を
目
指
す
。

問　

平
常
時
、
福
祉
施
設
と
の
連
携
体
制
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

協
定
を
締
結
し
た
す
べ
て
の
福
祉
避
難
所
に

は
防
災
行
政
無
線
を
設
置
し
て
い
る
。
協
定
締
結
か

ら
４
年
が
た
ち
、
福
祉
避
難
所
に
関
す
る
認
識
の
共

有
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

防
災
行
政
無
線
を
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
や

訓
練
は
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

操
作
に
不
慣
れ
な
施
設
の
職
員
も
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
通
信
訓
練
も
含
め
操
作
要
領
の
普
及

に
努
め
て
い
く
。

　

商
店
街
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て

栗
原
直
也
議
員

問　

商
店
街
活
性
化
事
業
補
助
金
の
交
付
要
綱
の
改

正
は
、
駅
前
で
の
商
店
会
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化

に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
が
、
早
急
に
見
直

す
考
え
が
な
い
か
伺
う
。　

答　

各
商
店
会
の
自
立
し
た
活
動
の
助
長
や
地
域

活
性
化
へ
つ
な
が
る
改
正
で
あ
る
た
め
、
見
直
す
予

定
は
な
い
。　

問　

商
店
の
魅
力
の
創
出
や
産
業
振
興
を
担
う
人

材
育
成
に
対
す
る
市
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。　

答　

空
き
店
舗
等
活
用
事
業
補
助
金
、
中
小
企
業

に
対
す
る
資
金
融
資
及
び
利
子
補
給
に
よ
る
商
業
振

興
対
策
、
ま
た
地
方
創
生
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の

交
付
や
経
営
面
で
の
相
談
な
ど
の
人
的
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

問　

臨
時
財
政
対
策
債
は
純
粋
な
赤
字
地
方
債
で

あ
り
、
そ
の
償
還
業
務
は
あ
く
ま
で
も
各
自
治
体
が

負
う
も
の
で
あ
る
が
、
当
市
の
基
本
的
な
考
え
を
伺

う
。　

答　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
形
式
的
に
は
、
地
方

債
で
あ
る
が
、
そ
の
元
利
償
還
金
に
相
当
す
る
額
は

翌
年
度
以
降
の
基
準
財
政
需
要
額
に
全
額
算
入
さ
れ

る
た
め
、
実
質
的
に
は
普
通
交
付
税
の
代
替
財
源
と

考
え
て
い
る
。

問　

市
内
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
振
興
の
取
り

組
み
と
大
土
手
山
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。　

答　

文
化
財
施
設
等
の
保
護
活
用
計
画
に
基
づ
き

整
備
、
体
制
作
り
が
行
わ
れ
れ
ば
、
適
時
、
適
切
な

媒
体
で
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
た
い
。
大
土
手
山
を

観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
た
観
光
商
品
が
販
売
さ
れ

れ
ば
、
可
能
な
範
囲
で
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

明
る
く
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

西
塚
義
尊
議
員

問　

道
路
擁
壁
の
落
書
き
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て

先
進
地
の
事
例
で
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち
が

自
分
達
で
壁
画
を
描
き
、
落
書
き
防
止
に
役
立
っ
て
い

る
。
当
市
で
も
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

答　

議
員
仰
せ
の
方
策
も
落
書
き
防
止
に
は
有
効

な
手
立
て
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
自
治
体
の

事
例
と
合
わ
せ
て
調
査
・
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

抗
が
ん
剤
治
療
へ
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
正

具
の
購
入
に
対
す
る
補
助
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
見
解
を
伺
う
。

答　

が
ん
患
者
の
悩
み
は
多
岐
に
渡
り
、
外
見
上

の
悩
み
も
大
変
大
き
な
も
の
と
考
え
る
が
、
現
時
点

で
は
保
険
適
用
化
な
ど
の
動
向
や
先
行
自
治
体
の
状

況
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

千
葉
県
版
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布
が
始
ま
っ
た

が
、
当
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

取
り
扱
い
窓
口
は
、
障
害
者
支
援
課
・
高
齢

者
支
援
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
窓
口
で
の
申

請
手
続
き
や
障
害
者
手
帳
の
提
示
な
ど
は
必
要
な

く
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
可
能
で
あ
る
。

周
知
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ほ
か
、

市
政
だ
よ
り
10
月
１
日
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

問　
「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
当
市
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
取
り

組
み
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答　

今
年
度
の
産
業
ま
つ
り
に
お
い
て
、
不
用
と

な
っ
た
携
帯
電
話
の
回
収
受
付
を
実
施
す
る
予
定
で

準
備
し
て
い
る
。
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前
期
基
本
計
画
は
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で

　

い
る
か

戸
田
由
紀
子
議
員

問　

前
期
基
本
計
画（
平
成
26
年
～
30
年
）５
年
間
で
、

政
策
事
業
費
は
約
２
０
３
億
円
見
込
ん
で
い
る
。
平
成

28
年
度
決
算
を
ふ
ま
え
た
３
年
間
の
事
業
費
の
予
測
は

ど
の
位
か
。

答　

28
年
度
の
進
捗
状
況
の
取
り
ま
と
め
作
業
中

で
あ
り
、見
込
み
と
し
て
４
割
強
の
執
行
率
と
な
る
。

問　

実
施
計
画
は
毎
年
見
直
し
を
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
見
直
し
が
さ
れ
た
か
伺
う
。

答　

廃
止
、
凍
結
事
業
が
あ
る
ほ
か
実
施
時
期
や

内
容
を
変
更
し
た
主
な
事
業
と
し
て
「
防
災
備
蓄
倉

庫
整
備
事
業
」、「
武
道
館
建
替
事
業
」、「
共
同
調
理

場
施
設
整
備
事
業
」
な
ど
が
あ
る
。

問　

先
送
り
し
た
北
部
共
同
調
理
場
移
転
・
新
築
、

武
道
館
建
て
か
え
に
つ
い
て
今
後
の
対
応
は
。

答　

北
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
以
降
に
改
修
工
事
を
実
施
し
、
延
命
化
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
市
立
武
道
館
は
、
財
源
と
し

て
、
現
在
活
用
可
能
な
補
助
制
度
等
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
重
ね
て
い
る
。

問　

29
年
度
以
降
と
さ
れ
て
い
る
四
街
道
小
学
校
給

食
施
設
改
築
に
つ
い
て
は
、
後
期
基
本
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
る
の
か
。

答　

北
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
改
修
工
事
の

終
了
後
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
改
修
し
て
い
く
か
検

討
し
て
い
く
。

問　

後
期
基
本
計
画
（
平
成
31
年
～
35
年
）
５
年
間

の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

今
後
、
一
般
財
源
の
推
計
を
行
い
、
こ
れ
を

基
に
政
策
事
業
を
選
定
し
、
政
策
事
業
執
行
に
伴
う

各
種
歳
入
・
歳
出
を
加
算
計
上
し
た
計
画
期
間
全
体

の
財
政
フ
レ
ー
ム
を
設
定
し
た
い
。

　

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て山

本
裕
嗣
議
員

問　

高
齢
化
が
進
む
中
、
健
康
で
元
気
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
皆
さ
ん
願
っ
て
い
る
と
思
う
。病
気
の
人
、

看
病
を
す
る
人
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境
は
年
齢
を
重
ね

て
い
く
に
つ
れ
、
大
変
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
ま
た
、
特
殊
詐
欺
な
ど
か
ら
高
齢
者
を
守
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。
①
医
療
、
介
護
へ
の

支
援
策
は
。
②
認
知
症
の
人
、
家
族
へ
の
支
援
は
。
③

特
殊
詐
欺
へ
の
対
策
は
。

答　

①
国
立
病
院
機
構
下
志
津
病
院
内
に
「
四
街

道
市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
相
談
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
②
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
又
は
認
知
症
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
相
談
業
務
等
を
行
っ
て
い
る
。
③
各
地

区
の
敬
老
会
等
で
詐
欺
の
手
口
や
対
策
の
方
法
を
紹

介
す
る
な
ど
啓
発
を
行
う
ほ
か
、
四
街
道
警
察
署
か

ら
の
依
頼
に
よ
り
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
。

問　

日
本
各
地
で
、
地
震
や
大
雨
に
よ
る
被
害
が

出
て
い
る
。
幸
い
に
も
四
街
道
市
で
は
大
き
な
災
害

は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
備
え
は
必
要
と
思
う
こ
と

か
ら
２
点
伺
う
。
①
学
校
、
企
業
と
の
連
携
に
つ
い

て
。
②
備
蓄
倉
庫
、
備
蓄
品
の
点
検
は
。
非
常
食
で

食
中
毒
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
四
街
道
市
は
大
丈
夫

か
。

答　

①
学
校
と
は
顔
の
見
れ
る
関
係
を
構
築
し
、

市
内
に
店
舗
等
を
持
つ
企
業
と
は
物
資
供
給
等
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
②
報
道

後
、
納
入
、
製
造
者
よ
り
安
全
に
関
す
る
報
告
を
受

け
、
安
全
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

次
期
ご
み
処
理
用
地
へ
の
建
設
残
土
搬
入

　

を
質
す

広
瀬
義
積
議
員

問　

隣
地
地
主
と
交
わ
し
た
土
地
交
換
と
窪
地
へ
の

建
設
発
生
土
搬
入
、
造
成
等
の
契
約
内
容
は
、
公
的
機

関
が
交
わ
す
も
の
で
な
い
が
、
隣
地
地
主
が
提
出
し
た

土
地
交
換
に
関
す
る
願
書
に
は
、
土
砂
の
搬
入
及
び
造

成
の
こ
と
は
一
切
ふ
れ
て
い
な
い
。「
誰
が
決
め
た
の

か
。」
契
約
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
伺
う
。

答　

隣
接
地
主
か
ら
の
願
書
の
提
出
を
受
け
、
双

方
が
了
解
し
た
上
で
窪
地
を
解
消
す
る
た
め
の
造
成

を
行
う
契
約
に
至
っ
た
。

問　

ほ
と
ん
ど
の
事
業
を
隣
地
地
主
が
行
い
、
公

共
事
業
の
必
然
性
が
な
い
。
な
ぜ
公
共
事
業
と
し
た

の
か
。

答　

隣
接
地
主
か
ら
願
書
が
提
出
さ
れ
、
土
地
交

換
契
約
書
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
、
次
期
ご
み
処

理
施
設
等
用
地
が
含
ま
れ
、
事
業
主
体
は
市
で
あ
る

た
め
、
公
共
事
業
の
位
置
づ
け
で
実
施
し
て
い
る
。

問　

ず
さ
ん
な
管
理
も
あ
る
。
市
残
土
条
例
施
行

規
則
で
は
、
土
砂
等
の
搬
入
量
は
２
千
㎥
以
内
毎
で

あ
る
が
、
３
千
㎥
～
４
万
２
千
㎥
の
搬
入
で
あ
り
、

違
反
で
あ
る
。適
正
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

立
ち
入
り
調
査
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

特
定
事
業
許
可
の
場
合
、
土
砂
等
搬
入
届
の

提
出
は
、
２
千
㎥
以
内
ご
と
だ
が
、
今
回
の
窪
地
解

消
工
事
は
、
特
定
事
業
許
可
適
用
除
外
で
あ
る
た
め

支
障
は
な
い
。
ま
た
、
適
宜
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
。
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市
政
運
営
に
つ
い
て

石
山
健
作
議
員

問　

佐
渡
市
政
２
期
目
の
総
括
と
し
て
、
そ
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
民
生
活
を
第
一
に
考
え
「
子
育
て
日
本
一

の
ま
ち
」、「
シ
ニ
ア
・
シ
ル
バ
ー
世
代
が
元
気
な
ま

ち
」
を
基
本
姿
勢
に
全
力
を
傾
注
し
て
き
た
。
具
体

的
に
は
認
可
保
育
所
整
備
支
援
、
子
ど
も
・
子
育
て

分
野
の
広
域
連
携
、
子
ど
も
ル
ー
ム
の
増
設
整
備
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
少

人
数
学
級
の
拡
大
な
ど
を
図
っ
て
き
た
。
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
に
基
本
的
な

考
え
方
を
示
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
き
た
。
課
題
は
将
来
的
に
見
込
ま
れ
る
人
口
減
少

と
人
口
構
成
の
不
均
衡
へ
の
対
応
、
個
別
事
業
で
は

次
期
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
、
災
害
時
に
も
強
い
庁

舎
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

次
期
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
や
庁
舎
整
備
な

ど
、
本
市
は
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
３
期
目
に
向
け
た
考
え
を

伺
う
。

答　

次
期
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
、
庁
舎
整
備
を

始
め
と
す
る
最
重
要
課
題
へ
の
対
応
、
千
代
田
中
学

校
、
八
木
原
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
な
ど
安
心

安
全
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
進
め
る

と
共
に
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
を

実
行
に
移
し
て
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
を
行
う
大
変

重
要
な
時
期
で
あ
る
。
様
々
な
課
題
に
対
し
て
全
力

を
尽
く
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
私
の
努
め
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
31
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
基

本
計
画
の
策
定
を
託
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。

　

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

中
島
康
一
議
員

問　

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
拠
点
整
備
を
進

め
る
必
要
性
、
メ
リ
ッ
ト
と
具
体
的
活
動
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

年
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
事
業
を
行
い
、
地

域
に
お
い
て
顔
の
分
か
る
関
係
づ
く
り
、
生
き
が
い

づ
く
り
を
図
る
た
め
に
活
動
場
所
の
拠
点
化
を
進
め

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

問　

特
定
健
康
診
査
は
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

の
施
策
の
一
つ
と
考
え
る
が
、
対
象
者
の
何
％
が
診

査
を
受
け
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

平
成
26
年
度
の
受
診
率
は
、
33
・
１
％
、
平

成
27
年
度
は
、35
・
４
％
、平
成
28
年
度
は
、35
・
８
％

と
推
移
し
、
受
診
率
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
傾
向
に

あ
る
。

問　

危
機
管
理
に
つ
い
て
、
震
度
６
強
以
上
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
特
別
な
対
策
が
有
る
の
か
無

い
の
か
伺
う
。

答　

全
職
員
を
自
動
招
集
し
、
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
保
護
し
被

害
を
最
小
限
に
止
め
る
た
め
、
災
害
応
急
対
策
等
に

全
力
を
尽
く
す
事
と
な
っ
て
い
る
。

問　

消
防
団
の
予
算
に
つ
い
て
、
団
員
数
と
担
当
地

区
面
積
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

団
員
数
と
面
積
に
は
関
係
な
く
、
分
団
運
営

補
助
金
と
し
て
、
年
額
で
一
律
３
万
５
５
０
０
円
を

交
付
し
て
い
る
。

　

本
市
の
超
高
齢
社
会
に
つ
い
て

栗
原
愛
子
議
員

問　

本
市
の
高
齢
化
率
は
何
％
か
。

答　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
28
・
１
％
で
あ
る
。

問　

高
齢
で
農
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
き
な
ど
に
利
用
す
る
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
が

あ
る
と
い
う
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
か
伺

う
。

答　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
で
耕
作
が
難
し
く

な
っ
た
農
地
を
、
農
地
中
間
管
理
機
構
が
所
有
者
か

ら
借
り
受
け
、
認
定
農
業
者
等
の
地
域
の
担
い
手
に

貸
し
付
け
る
事
業
で
あ
る
。

問　

ひ
と
り
暮
し
の
高
齢
者
が
認
知
症
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

答　

地
域
の
見
守
り
と
し
て
民
生
委
員
に
よ
る
見

守
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
認
定
申
請
の

後
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問　

法
定
後
見
制
度
は
三
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
と
具
体
的
な
事
例
を
伺
う
。

答　

後
見
は
判
断
能
力
が
欠
け
て
い
る
が
通
常
の

状
態
に
あ
る
方
を
、
保
佐
は
判
断
能
力
が
著
し
く
不

十
分
な
方
を
、
補
助
は
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を

支
援
す
る
制
度
で
あ
る
。

問　
「
成
年
後
見
制
度
」
に
か
か
る
時
間
と
費
用
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

申
立
て
か
ら
審
判
ま
で
の
期
間
は
通
常
１
～

２
カ
月
で
あ
る
。
後
見
の
場
合
、
手
続
き
費
用
約

７
千
円
、
診
断
書
料
約
１
万
円
で
、
鑑
定
料
５
～

10
万
円
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
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７
月
28
日
（
金
）
に
中
学
生
模
擬

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
模
擬
議

会
は
「
次
代
を
担
う
」
中
学
生
が
議

会
運
営
の
仕
組
み
を
体
験
的
に
学
習

す
る
場
で
す
。

　

今
回
の
模
擬
議
会
で
は
、
議
長
に

四
街
道
西
中
学
校
の
新
井
翔
子
さ
ん

を
、
副
議
長
に
四
街
道
北
中
学
校
の

佐
藤
一
生
さ
ん
を
選
出
し
、
市
内
５

つ
の
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
24
人
の

中
学
生
議
員
が
「
私
た
ち
の
住
み
た

い
ま
ち
四
街
道
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

質
問
や
発
議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
政
へ
の
質
問
で
は
、
災
害
に
対

す
る
危
機
管
理
や
交
通
問
題
、
福
祉

や
店
舗
経
営
の
問
題
な
ど
様
々
な
分

野
に
わ
た
り
、
市
政
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が

う
か
が
え

ま
し
た
。

　

中
学
生

議
員
の
質

問
に
対
し

て
は
、
実

際
の
市
議

会
議
員
の
質
問

と
同
様
に
佐
渡

市
長
や
髙
橋
教

育
長
そ
の
他
市

幹
部
職
員
が
四

街
道
市
の
現
状

や
問
題
に
対
す

る
考
え
方
を
答

弁
し
ま
し
た
。

　

各
中
学
校
か
ら
の
代
表
質
問
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

○
四
街
道
北
中
学
校

①
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
に
つ

い
て

②
防
犯
対
策
に
つ
い
て

③
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

④
危
険
箇
所
の
改
善
に
つ
い
て

○
四
街
道
中
学

校
　

①
四
街
道
市

　

活
性
化
の
イ

　

ベ
ン
ト
に
つ

　

い
て

　

②
四
街
道
市

　

の
交
通
手
段

　

に
つ
い
て

③
成
山
地
区
の
開
発
に
つ
い
て

④
市
民
の
意
見
を
届
け
る
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

○
四
街
道
西
中
学
校

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
つ
い

て②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
充
実
化
に
つ

い
て

③
障
害
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

④
介
護
施
設
へ
の
入
居
待
機
者
と

介
護
士
の
人
数
に
つ
い
て

○
旭
中
学
校

①
子
ど
も
の
運
動
促
進
に
つ
い
て

②
四
街
道
市
の
文
化
財
に
つ
い
て

③
学
習
支
援
に
つ
い
て

④
少
人
数
授
業
に
つ
い
て

○
千
代
田
中
学
校

①
四
街
道
市
の
個
人
経
営
の
お
店

に
つ
い
て

②
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

③
車
道
に
つ
い
て

　

④
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　

ま
た
、
旭
中

学
校
か
ら
は

「
四
街
道
市
全

体
を
笑
顔
あ
ふ

れ
た
ま
ち
に
す

る
た
め
」、
発

議
案
と
し
て

『
ス
マ
イ
ル　

よ
つ
か
い
ど
う　

～
笑
顔
の
輪
を
広

げ
よ
う
～
』
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
議
案
（
抜
粋
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

１　

挨
拶

「
心
通
う
さ
わ
や
か
な
挨
拶
で
、

笑
顔
咲
く
素
敵
な
ま
ち
づ
く
り
」

２　

清
掃

「
ま
ち
も
心
も
磨
く
清
掃
活
動
で
、

笑
顔
咲
く
過
ご
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
」

３　

歌
声

「
美
し
く
心
に
響
く
歌
声
活
動
で
、

笑
顔
咲
く
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」

　

市
内
中
学
校
の
み
な
ら
ず
、
四
街

道
市
全
体
へ
広
げ
る
た
め
に
「
ま

ち
づ
く
り
」
と
い
う
視
点
で
提
案

し
ま
す
。「
心
通
う
さ
わ
や
か
な
挨

拶
」、「
心
磨
か
れ
る
清
掃
」、「
心
に

響
く
歌
声
」、
四
街
道
市
内
ど
こ
へ

行
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
こ
れ
ら
の
光
景

が
、「
ス
マ
イ

ル　

よ
つ
か
い

ど
う
」
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ

と
を
信
じ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

発
議
案
『
ス
マ
イ
ル
よ
つ
か
い
ど
う

　
　
～
笑
顔
の
輪
を
広
げ
よ
う
～
』
を
可
決

平
成
29
年
中
学
生
模
擬
議
会
を
開
催
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議
会
だ
よ
り
１
８
８
号
を
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
一
同
読
み
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
紙
面
構
成
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
が
、
結
果

は
相
変
わ
ら
ず
か
た
苦
し
い
紙
面
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
で
の

質
疑
や
答
弁
を
忠
実
に
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、

他
の
新
聞
等
と
違
い
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
、
他
市
の
議
会
だ
よ
り
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
委
員
一
同
、
よ
り
親
し
ま

れ
る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
阿
部　

治
夫
記
）

　議会だよりでは、市民の皆さまに応募いただいた写真を表紙に掲載い
たします。募集要領は以下のとおりです。奮ってご応募ください。
　募集要領
●規　　格：２Ｌ（紙焼き）、カラーあるいはモノクロ（未発表、未公開の　
　　　　　　オリジナル作品）　　　　　　
　　　　　　※写真は編集上、トリミングすることがあります。また、
　　　　　　応募された作品は返却いたしませんのでご了承ください。
●内　　容：四街道市内の風景など
　　　　　　※明らかに人物を特定できる場合はご本人の了承を得てください。
●審　　査：議会だより編集委員会
●発　　表：採用された作品は、次号以降に発行の議会だよりに掲載予定
　　　　　　※賞品等はありませんのでご了承ください。
●著 作 権：作品の著作権は製作者本人に帰属
　　　　　　※ただし、６カ月間他媒体での発表等をご遠慮いただくこ
　　　　　　とを作品採用の条件といたします。
●応募方法：平成 30 年 1 月 12 日（金）（当日消印有効）までに、写真
                  の裏面に撮影者の①住所②氏名③年齢④電話番号⑤撮影年
　           　 月日⑥撮影場所⑦作品名を記入の上、〒 284-8555　四街
　　　　　　道市鹿渡無番地　四街道市議会事務局宛て郵送
●問 合 せ：TEL.043-421-6152　FAX.043-424-2016
　　　　　　市ホームページアドレス
　　　　　　  http://www.city.yotsukaido.chiba.jp/

表 紙 写 真 を 募 集 し ま す

編
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記

広報広聴特別委員会委員
◎広瀬　義積　　○中島　康一
　阿部百合子　　　大越登美子
　西塚　義尊　　　坂本　弘毅
　阿部　治夫

（◎委員長　○副委員長）


